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アメリカの研究から、移民・難民の子ども（1.5 世と 2 世）の社会的適応は、1）親の人
的資本、2）ホスト国の編入様式、3）家族構造という要因の組み合わせによって、多様な











神奈川県在住のカンボジア難民 1.5 世（3 人）と関連する人々（9 人）への聞き取り調査
を行った。N さん（37 歳、女性）は、難民キャンプで生まれ育ち、8 歳の時に両親、弟と
来日した。P さん（37 歳、女性）は、5 歳で国外に脱出、難民キャンプに逃亡、7 年間のキ
ャンプ生活を経て、本国へ帰還し、1 年後に再度出国し、13 歳の時に母親、妹と来日した。
M さん（36 歳、女性）は、カンボジアで生まれ、3 歳の時に父親が国外脱出、その後日本






























安心と自由のバランスをとる主体性が求められた。第 4 は、協働性である。1.5 世と支援者
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